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総合的な学習の時間における

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた

授業改善について



これからの学校には・・・（略）

一人一人の児童が、

自分のよさや可能性を認識するとともに、

あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、

多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗

り越え、豊かな人生を切り拓き、

持続可能な社会の創り手となることができるよう

にすることが求められる。

　小学校学習指導要領前文　　（平成29年告示）



探究的な見方・考え方を働かせ、

横断的・総合的な学習を行うことを通して、

よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくため

の資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

第１の目標 総合的な学習の時間の目標



　探究的な学習

問題解決的な活動が発展的に繰り返されていく一連の学習活動であり、物事の本質を
探って見極めようとする一連の知的営み。

①【課題の設定】　体験活動などを通して、課題を設定し課題意識をもつ

②【情報の収集】　必要な情報を取り出したり収集したりする

③【整理・分析】    収集した情報を、整理したり分析したりして思考する

④【まとめ・表現】 気付きや発見、自分の考えなどをまとめ、判断し、表現する

探究の４つのプロセス



　課題の設定　（今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開）





「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総合的な学習の時間編」



文部科学省・国立教育政策研究所令和5年12月5日 OECD生徒の学習到達度調査PISA2022のポイントより



生活科
具体的な活動や体験を行

うに当たっては、身近な

幼児や高齢者、障害のあ

る児童生徒などの多様な

人々と触れ合うことがで

きるようにすること。
（内容の取扱いについての配慮事項）

　未来の創り手としての資質・能力

総合的な学習の時間
探究的な学習に主体的・協働的に取り組むととも

に、互いのよさを生かしながら、積極的に社会に

参画しようとする態度を養う。

　　　　　　　 （第１の目標（３）学びに向かう力、人間性等）

自然体験やボランティア活動などの社会体験、も

のづくり、生産活動などの体験活動、観察・実験、

見学や調査、発表や討論などの学習活動を積極的

に取り入れること。

　　　　　　　　　　　　（内容の取扱いについての配慮事項）

体験と言葉 対話・深い


